Postoperative consideration of diagnostic value of ultrasonography and excretory urography on seven patients with renal calculi by 井関, 達男 & 結城, 清之
Title腎結石開腹手術例における超音波検査および排泄性腎孟造影法の診断力についての検討
Author(s)井関, 達男; 結城, 清之




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University




井 関 達 男,結 城 清 之
POSTOPERATIVE CONSIDERATION OF DIAGNOSTIC VALUE 
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(Chief: Dr. K. Yuki)
   Seven patients with renal calculi were evaluated by ultrasonography and intravenous pyelo-
graphy (IVP). After surgical treatment, the diagnostic value of these examinations was consider-
ed. Correct diagnosis of renal calculus size and number had been established in 4 of the 7 pa-
tients by ultrasonography, and 5 of the 7 patients by IVP. In some cases, ultrasonography gave 
 more accurate diagnosis of renal stone than drip intravenous pyelography. 
                                                  (ActaUrol. Jpn. 34: 1557-1560, 1988)
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結石成分分析お よび病理組 織学的検査の結果 は
Tablc4の通 りである・燐酸カルシウムおよび蔭酸
井関,ほか 腎結石 ・超音波と排泄性腎孟造影法
ヵル シ ウムを主 成分 とす る もの が5例,燐 酸 カル シ ウ
ム結 石が1例,リ ン酸,炭 酸 カル シゥ ムお よび リン酸
ア ンモ ニ ウ ムマ グネ シ ウム結 石 が1例 で あ った.病 理
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Fjg.1.U且trasonographyofcase7demonstrates
calculiinrenalpelvisandmiddlccalyx
Fig.2.Plainfilmofcase7demonstratcs
calculusinrenalpelvis
が前方の音響陰影に埋もれ ることもあるが,症 例7
(Fig.1.2)のように小結石が前方に存在する場合に
は超音波検査が有効である症例も経験 した.今後,腎
結石の術前検索では超音波検査と排泄性腎孟造影は平
行して行わなけれぽならないと考えられるが,副作用
の観点から,造影剤がヨー ドアレルギーや腎毒性を有
することを考慮すると,副作用がなく繰 り返し行うこ
とが可能である超音波検査診断法が将来さらに画像の
改良が行われた場合,第 一の検査法となることが予想
される.
結 語
腎結石の診断で開腹手術を施行した7例について,
術前に施行した超音波検査とDIPの 正確性を検討し
たところ,DIPが 超音波検査 よりやや診断力が優っ
ていたが,結石の位置の前後によっては超音波検査が
正確であった症例も経験した.今後は開腹手術の頻度
は減少し,もはやこのような検討は不可能となること
1560 泌尿紀要34巻9号1988年
が考えられる.
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